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「
日
本
儒
学
史
」
の
著
述
に
関
す
る
一
考
察

徳
川
時
代
か
ら
一
九
四
五
年
置
で
一

陳

璋

券

は
じ
め
に

　
戦
後
し
ば
ら
く
し
て
、
日
本
に
お
け
る
中
国
学
の
研
究
方
法
と
研
究
姿
勢
を
考
え
直
し
て
み
よ
う
と
い
う
試
み
が
、
研
究
者
の
自
覚
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

な
反
省
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
個
別
的
な
研
究
の
蓄
積
が
豊
か
に
な
っ
て
い
く
一
方
、
七
十
年
代
に
入
る
と
、
岩
波
書
店
よ
り

『
日
本
思
想
大
系
』
の
刊
行
が
始
ま
り
、
各
巻
に
収
載
ざ
れ
る
解
説
に
お
い
て
、
中
国
思
想
史
家
に
よ
っ
て
近
世
儒
学
史
に
対
す
る
実
り

多
い
発
言
が
な
さ
れ
、
一
拳
に
近
世
儒
学
思
想
史
研
究
の
水
準
が
高
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
最
近
の
研
究
で
は
、
各

時
代
や
地
域
に
お
い
て
、
そ
の
風
土
と
合
う
よ
う
に
特
殊
化
さ
れ
変
容
し
て
き
た
儒
教
と
、
古
典
儒
教
と
の
格
差
、
及
び
そ
の
特
徴
を
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

極
め
る
必
要
性
に
対
し
て
特
に
関
心
が
払
わ
れ
て
い
る
。
日
本
の
儒
学
史
研
究
に
お
い
て
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
近
世
と
近

　
　
　
　
（
3
）

代
の
知
識
人
が
そ
れ
ぞ
れ
描
い
た
「
日
本
儒
学
史
」
が
一
体
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
改
め
て
考
察
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
考
察
に
よ
っ
て
始
め
て
、
時
代
と
と
も
に
変
遷
を
遂
げ
て
き
た
日
本
に
お
け
る
儒
学
研
究
へ
の
理
解
、
つ
ま
り

近
世
以
降
の
知
識
人
の
言
説
上
に
お
い
て
、
儒
学
と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う
に
学
術
的
に
再
構
成
さ
れ
、
表
現
さ
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い

て
の
研
究
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
日
本
に
伝
わ
っ
た
儒
学
は
、
近
世
に
至
り
「
日
本
儒
学
史
」
と
し
て
初
め
て
体
系
化
す
る
作

業
が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
は
作
者
の
学
派
的
立
場
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
そ
の
問
題
意
識
は
徳
川
社
会
の
正
統
的
教
学
で
あ
る
朱
子
学
に
向

け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
日
本
の
根
源
的
な
信
仰
で
あ
る
神
道
思
想
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
た
。
徳
川
期
の
漢
学
史
論
著
は
記
録
的
断
片

的
な
コ
メ
ン
ト
に
終
始
し
、
統
一
的
な
体
系
を
構
築
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
明
治
に
入
る
と
、
そ
れ
は
さ
ら
に
学
派
的
儒
学
史
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と
し
て
再
構
成
さ
れ
た
。
明
治
と
い
う
時
代
は
日
本
に
お
け
る
国
家
的
規
模
で
の
学
術
研
究
と
教
育
制
度
の
整
備
確
立
期
で
あ
っ
た
た
め
、

そ
の
内
容
は
君
臣
関
係
、
天
皇
中
心
的
な
忠
孝
倫
理
に
重
き
を
置
い
て
お
り
、
ま
た
中
国
思
想
と
日
本
思
想
と
の
懸
絶
、
日
本
思
想
の
優

秀
性
も
か
な
り
強
調
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
近
世
と
近
代
の
知
識
人
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
た
「
日
本
儒
学
史
」
の
内
容
を
検
討
す

れ
ば
、
彼
ら
が
批
判
的
自
覚
的
に
受
容
し
構
造
し
た
儒
教
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
当
時
の
現
実
が
儒
学
思
想
に
何
を
も
た
ら

し
た
の
か
な
ど
の
理
解
も
、
一
層
深
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
　
「
日
本
儒
学
史
」
に
関
す
る
研
究
が
ど
の

よ
う
な
形
で
進
め
ら
れ
た
か
を
、
主
と
し
て
徳
川
時
代
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
に
お
い
て
「
日
本
儒
学
史
」
な
ど
め
体
裁
で
通
史
的
に
概

説
さ
れ
た
著
作
に
よ
り
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
ぎ
た
い
と
思
う
。

従
来
の
研
究

　
ま
ず
従
来
の
「
日
本
儒
学
史
」
関
係
の
著
作
に
対
す
る
研
究
に
つ
い
て
、
若
干
考
察
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
徳
川
幕
末
ま
で
の
日
本
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儒
学
史
全
般
に
わ
た
っ
て
直
接
論
及
し
た
研
究
論
文
は
、
ま
だ
見
当
た
ら
な
い
が
、
明
治
維
新
以
降
の
儒
学
史
に
関
し
て
は
、
三
浦
中
高
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の
「
明
治
年
間
に
お
け
る
日
本
漢
学
史
の
研
究
」
が
あ
り
、
こ
れ
が
明
治
に
お
け
る
日
本
儒
学
史
を
扱
っ
た
唯
一
の
研
究
だ
と
思
わ
れ
る
。

氏
は
そ
の
中
で
、
日
本
儒
学
史
の
史
的
研
究
は
又
西
洋
文
学
史
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ
、
明
治
末
年
に
い
た
っ
て
そ
の
成

果
は
実
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
町
田
三
郎
氏
も
日
本
儒
学
史
の
研
究
に
着
手
す
る
こ
と
は
、
　
「
古
典
講
習
科
」
諸
子
の
重
要
な
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
6
）

割
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
。
ま
た
、
近
代
の
儒
学
史
研
究
を
近
世
と
の
繋
が
り
で
捉
え
た
東
英
平
氏
は
、
伊
地
知
季
安
の
『
漢
学
紀
源
』
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は
明
治
に
お
け
る
儒
学
史
研
究
の
基
礎
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
儒
学
史
研
究
史
上
に
新
た
な
道
を
切
り
開
い
た
も
の
だ
と
論
じ
て
い
る
。

　
こ
う
い
つ
た
論
点
を
要
約
す
る
と
、
日
本
儒
学
の
「
史
的
研
究
」
は
明
治
に
お
い
て
、
洋
学
の
研
究
方
法
を
学
ん
だ
古
典
講
習
科
の
出

身
者
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
ま
た
彼
ら
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
著
作
は
、
大
な
り
小
な
り
徳
川
時
代
の
儒
学
を
論
じ
た
書
物
に
影
響
さ
れ
、

そ
の
論
述
を
展
開
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
三
浦
氏
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

　
明
治
以
前
に
お
い
て
日
本
漢
学
史
、
或
は
日
本
の
漢
文
学
史
を
述
べ
た
も
の
は
、
　
『
本
朝
儒
詳
伝
』
・
『
皇
朝
早
旦
伝
』
・
『
先
哲
叢
談
』

　
の
よ
う
に
儒
者
の
列
伝
を
記
し
た
も
の
、
或
は
『
日
本
累
年
』
・
『
拙
堂
文
話
』
な
ど
の
よ
う
に
詩
話
、
文
話
を
述
べ
た
も
の
、
又
儒

一
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学
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
　
『
漢
学
紀
源
』
・
『
学
原
』
・
『
本
朝
学
輔
車
司
直
』
な
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
を
史

　
的
に
研
究
し
た
い
わ
ゆ
る
漢
学
史
、
或
は
漢
文
学
史
と
称
す
る
よ
う
な
も
の
は
出
来
て
い
な
い
。
そ
れ
が
明
治
時
代
に
な
る
と
、
洋
学

　
に
な
ら
い
、
こ
こ
に
始
め
て
文
学
の
発
生
、
或
は
文
字
の
起
り
な
ど
か
ら
説
き
起
し
、
漢
学
の
伝
来
、
時
代
の
特
色
、
漢
文
化
に
関
係

　
の
学
校
・
文
庫
・
学
派
・
学
者
な
ど
を
、
体
系
を
立
て
て
組
織
的
に
、
し
か
も
時
代
的
に
研
究
す
る
も
の
が
現
れ
た
。

と
い
う
こ
と
と
な
ろ
う
。
さ
て
徳
川
初
期
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
「
日
本
儒
学
史
」
を
論
述
し
た
書
物
が
ど
れ
だ
け
あ
っ
た
の
か
を
調

べ
て
み
る
と
、
三
氏
に
よ
っ
て
挙
げ
ら
れ
た
著
作
の
外
に
、
数
多
く
の
も
の
が
世
に
現
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
。
し
か
も
同
時
代
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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国
で
も
、
同
種
の
著
書
が
い
く
つ
か
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
著
作
を
整
理
す
る
と
、
徳
川
期
の
著
作
に
お
い

て
、
　
「
宗
伝
」
・
「
淵
源
録
」
・
「
詩
史
」
・
「
年
表
」
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
歴
史
的
事
実
の
縦
糸
と
、
　
「
人
物
誌
」
・
「
文
話
・
詩
話
」
や

「
評
論
」
の
横
糸
と
が
織
り
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
世
儒
者
の
人
物
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
素
朴
な
歴
史
の
織
物
が
作
り
出

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
明
治
に
な
っ
て
、
こ
れ
ら
の
書
物
の
論
述
が
出
発
点
と
さ
れ
、
時
に
タ
ネ
本
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
日
本

儒
学
の
史
的
研
究
は
着
手
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
の
知
識
人
に
よ
っ
て
、
或
い
は
経
学
・
或
い
は
哲
学
・
或
い
は
文
学
な
ど
、
あ

る
一
面
に
つ
い
て
そ
の
時
代
史
的
な
変
遷
が
述
べ
ら
れ
、
そ
れ
が
素
朴
な
織
物
と
し
て
加
工
さ
れ
て
個
性
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
れ
を
、
い
わ
ゆ
る
学
術
史
的
な
「
日
本
儒
学
史
」
研
究
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
次
に
一
九
四
五
年
ま
で
世
に
出
た
日

本
儒
学
史
に
関
す
る
著
作
の
初
版
年
代
（
写
本
の
場
合
は
初
写
年
代
あ
る
い
は
序
践
に
付
け
ら
れ
た
年
記
）
と
、
作
者
や
編
者
、
出
版
社

や
刊
行
者
を
時
代
順
に
並
べ
た
上
で
跡
づ
け
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

一
6
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一
一

ｿ
川
期
の
「
日
本
儒
学
史
」

⑥
⑥

⑤⑤
寛
文
1
1
年
（
一
六
七
こ

元
禄
3
年
（
一
六
九
〇
）

元
禄
4
年
（
一
六
九
こ

元
禄
年
間
（
年
代
不
明
）

松
下
三
雲
『
本
朝
学
源
』
（
吉
田
権
兵
衛
刊
・
『
続
属
群
書
類
従
』
）

巨
勢
正
純
『
本
朝
細
網
伝
』
三
巻
（
西
村
市
郎
右
衛
門
刊
）

大
高
坂
芝
山
『
芝
山
南
学
伝
』
二
巻
（
和
泉
屋
市
兵
衛
刊
・
『
芝
山
前
官
』
）

大
高
坂
芝
山
『
海
南
諸
儒
伝
』
二
巻



③⑥＠＠④⑤
⑤＠

④
◎

＠
⑤

◎＠＠＠⑤⑥①＠①③
元
禄
1
1
年

宝
永
4
年

元
文
年
間

寛
延
3
年

宝
暦
年
間

明
和
初
年

明
和
3
年

明
和
8
年

明
和
年
間

安
永
年
間

安
永
年
間

天
明
3
年

天
明
6
年

寛
政
1
1
年

文
化
6
年

文
化
1
2
年

文
化
1
3
年

文
化
1
3
年

文
化
年
間

文
政
3
年

文
政
1
0
年

文
政
1
2
年

（
一

Z
九
八
）

（
一

ｵ
〇
七
）

（
年
代
不
明
）

（
一

ｵ
五
〇
）

（
年
代
不
明
）

（
年
代
不
明
）

（
一

ｵ
六
六
）

（
一

ｵ
六
九
）

（
年
代
不
明
）

（
年
代
不
明
）

（
年
代
不
明
）

（
一

ｵ
八
三
）

（
一

ｵ
八
六
）

（
一

ｵ
九
九
）

（
一

ｪ
〇
九
）

（
一

ｪ
一
五
）

二
八
一
六
）

（
一

ｪ
一
七
）

（
年
代
不
明
）

（
一

ｪ
二
〇
）

（
一

ｪ
二
七
）

（
一

ｪ
二
九
）

真
野
時
縄
『
本
朝
学
源
浪
華
紗
』
七
巻
（
聚
文
堂
刊
）

跡
部
良
顕
『
日
本
儒
学
伝
』
一
巻
（
写
本
・
荻
野
文
庫
蔵
）

松
崎
白
圭
『
儒
学
伝
』

河
口
静
斎
『
斯
文
源
流
』
一
巻
（
王
海
堂
刊
・
『
温
知
叢
書
』
三
）

岡
田
白
駒
『
皇
朝
儒
臣
伝
（
日
本
儒
臣
伝
）
』
】
巻
（
武
村
甚
兵
衛
刊
）

稲
葉
黙
黙
『
先
達
遺
事
』
一
巻
（
河
内
屋
八
兵
衛
刊
・
『
日
本
儒
林
叢
書
』
三
）

稲
葉
黙
斎
『
墨
水
一
滴
』
一
巻
（
河
内
屋
八
兵
衛
刊
・
『
孤
松
全
書
』
巻
五
）

江
村
北
海
『
日
本
詩
史
』
五
巻
（
西
村
市
郎
右
衛
門
刊
・
『
岩
波
文
庫
』
）

河
野
恕
斎
『
儒
臣
伝
』
　
一
巻

村
松
藍
渓
『
近
世
儒
家
人
物
誌
』
一
巻

永
田
観
驚
『
儒
林
姓
名
録
』
一
巻

服
部
栗
斎
『
先
儒
三
子
評
』
　
一
巻
（
『
隠
居
放
言
』
巻
一
）

亀
井
南
冥
『
我
事
詩
集
』
一
巻
（
写
本
・
『
日
本
儒
林
…
叢
書
』
三
）

那
波
早
戸
『
学
問
源
流
』
一
巻
（
泉
本
八
兵
衛
刊
・
『
日
本
文
庫
』
六
）

田
畑
吉
正
『
儒
職
家
系
』
（
『
改
定
史
籍
集
覧
』
年
記
類
十
九
）

頼
春
水
『
師
友
志
』
一
巻
（
写
本
・
『
春
水
遺
稿
』
十
重
単
三
）

林
秀
直
『
淵
源
紀
聞
』
三
巻
（
写
本
・
座
春
風
文
庫
蔵
）

原
念
斎
『
先
哲
…
叢
談
』
八
巻
（
国
元
堂
・
『
東
洋
文
庫
』
）

山
本
北
山
『
古
今
学
派
考
』

市
河
寛
斎
『
日
本
詩
紀
』
五
十
三
巻
（
『
国
書
刊
行
会
』
第
二
期
）

東
条
耕
『
先
哲
叢
談
年
表
』
（
河
内
屋
茂
兵
衛
刊
・
正
門
文
庫
蔵
）

斉
藤
拙
堂
『
拙
堂
文
話
』
（
河
内
屋
茂
兵
衛
刊
）

一
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①＠①◎⑤①＠①⑤＠
文
政
年
間

天
保
4
年

天
保
7
年

天
保
7
年

天
保
1
3
年

弘
化
元
年

弘
化
3
年

嘉
永
年
間

安
政
3
年

安
政
3
年

（
年
代
不
明
）

（
一

ｪ
］
二
三
）

（
一

ｪ
三
六
）

（
一

ｪ
三
六
）

（
一

ｪ
四
二
）

（
一

ｪ
四
四
）

（
一

ｪ
四
六
）

（
年
代
不
明
）

（
一

ｪ
五
六
）

（
一

ｪ
五
六
）

中
村
大
明
『
近
儒
学
脈
考
』
二
巻

伊
地
知
八
章
『
漢
学
紀
源
』
四
巻
（
写
本
・
『
新
薩
藩
…
叢
書
』
五
）

広
瀬
淡
窓
『
儒
林
評
』
（
写
本
・
『
淡
窓
全
集
』
中
巻
）

三
浦
親
署
『
会
津
藤
樹
学
道
統
譜
』
（
写
本
・
『
藤
樹
先
生
全
集
』
巻
四
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚
観
瀾
『
日
本
道
学
淵
源
録
』
五
巻
（
写
本
・
碩
水
文
庫
藏
）

原
徳
斎
『
先
哲
像
伝
』
（
河
内
屋
茂
兵
衛
刊
）

細
野
要
斎
『
尾
張
名
家
誌
初
編
』
二
巻
（
田
中
母
野
刊
・
『
日
本
儒
林
叢
書
』
三
）

中
井
乾
斎
『
学
流
淵
源
』
三
巻

渡
辺
豫
斎
『
吾
学
源
流
』
一
巻
（
写
本
・
『
日
本
儒
林
叢
書
』
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

青
山
拙
斎
『
文
苑
遺
墨
』
三
巻
・
続
集
一
巻
（
三
戸
罪
悪
・
『
日
本
儒
林
叢
書
』
三
）

　
こ
れ
ら
の
書
物
を
さ
ら
に
、
出
身
地
回
や
学
派
別
に
儒
者
の
生
涯
を
伝
記
体
で
書
い
た
「
古
伝
・
学
伝
」
類
、
儒
学
の
源
流
や
学
派
の

流
れ
を
遡
ろ
う
と
す
る
「
源
流
録
・
学
派
考
」
類
、
宗
派
の
枠
を
取
り
去
っ
て
儒
林
人
物
の
略
伝
を
集
め
る
「
人
物
誌
・
姓
名
録
」
類
、

儒
家
文
人
の
学
識
を
比
較
し
て
論
述
を
加
え
る
「
評
論
」
類
、
事
実
や
逸
話
を
寄
せ
集
め
た
「
詩
話
・
文
話
」
類
、
歴
史
全
般
を
眺
め
よ

う
と
す
る
「
詩
史
」
類
、
そ
し
て
儒
学
に
関
す
る
こ
と
を
採
録
し
て
年
代
順
に
並
べ
て
編
纂
し
て
い
る
「
年
表
」
類
の
七
種
類
に
分
け
る

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

ω
　
　
「
宗
伝
・
学
伝
」
類

　
　
巨
勢
正
純
『
本
朝
儒
宗
伝
』
・
大
高
坂
芝
山
『
芝
山
南
学
伝
』
と
『
海
南
諸
儒
伝
』
・
跡
部
良
顕
『
日
本
儒
学
伝
』
・
松
崎
白
圭
『
儒

　
　
学
伝
』
・
岡
田
白
駒
『
皇
朝
儒
臣
伝
』
・
河
野
恕
斎
『
儒
臣
伝
』
・
田
畑
吉
正
『
儒
職
家
系
』
・
三
浦
親
馨
『
会
津
藤
樹
学
道
統
譜
』
・

　
　
細
野
要
斎
『
尾
張
名
家
誌
初
編
』
。

②
　
　
「
源
流
録
・
学
派
考
」
類

　
　
松
下
見
林
『
本
朝
同
源
』
・
河
口
静
斎
『
斯
文
源
流
』
・
那
波
魯
堂
『
学
問
源
流
』
・
山
本
北
山
『
古
今
学
派
考
』
・
林
秀
直
『
淵
源
紀
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聞
』
・
中
村
大
明
『
近
儒
学
無
考
』
・
伊
地
知
季
安
『
漢
学
紀
源
』
・
大
塚
観
瀾
『
日
本
道
学
淵
源
録
』
・
中
井
巴
里
『
学
流
淵
源
』
・

　
　
渡
辺
豫
斎
『
吾
学
源
流
』
。

㈹
　
　
「
人
物
誌
・
姓
名
録
」
類

　
　
村
松
藍
漢
『
近
世
儒
家
人
物
誌
』
・
永
田
観
鷲
『
儒
林
姓
名
録
』
・
原
念
斎
『
先
哲
叢
談
』
・
原
徳
斎
『
先
哲
像
伝
』
。

ω
　
「
評
論
」
類

　
　
服
部
栗
斎
『
先
儒
三
子
評
』
・
広
瀬
淡
窓
『
儒
林
評
』
。

⑤
　
　
「
詩
話
・
文
話
」
類

　
　
稲
葉
黙
斎
『
先
達
遺
事
』
と
『
墨
水
一
滴
』
・
亀
井
南
冥
『
我
等
詩
集
』
・
頼
春
水
『
師
友
志
』
・
斉
藤
二
審
『
拙
堂
文
話
』
・
青
山
拙

　
　
斎
『
文
苑
遺
談
』
。

⑥
　
「
詩
史
」
類

　
　
江
村
北
海
『
日
本
詩
史
』
・
市
河
寛
斎
『
日
本
詩
紀
』
。

の
　
「
年
表
」
類

　
　
東
条
耕
『
先
哲
叢
談
年
表
』
。

　
「
宗
伝
・
巴
里
」
類
で
は
、
幕
府
に
仕
え
た
巨
勢
正
純
・
田
畑
吉
正
・
松
崎
白
糠
、
そ
し
て
古
注
を
主
と
し
た
儒
医
岡
田
白
駒
と
そ
の

長
男
河
野
恕
斎
の
も
の
が
主
に
儒
職
を
務
め
た
人
の
系
譜
を
載
せ
て
い
る
。
谷
一
斎
に
学
ん
だ
大
高
坂
芝
山
の
二
書
が
土
佐
の
儒
者
の
伝

記
を
収
め
て
い
る
の
に
対
し
、
　
『
尾
張
名
家
誌
初
編
』
は
堀
杏
庵
を
始
め
ど
し
た
尾
張
出
身
の
儒
者
の
事
跡
を
収
録
し
て
い
る
。
国
学
者

で
あ
り
な
が
ら
も
佐
藤
直
方
に
朱
子
学
を
習
っ
た
跡
部
良
顕
の
『
日
本
儒
学
伝
』
は
三
種
の
神
器
か
ら
徳
川
初
期
に
一
旦
っ
て
説
か
れ
て
い

る
が
、
日
本
に
お
け
る
儒
教
の
発
生
は
神
々
の
働
き
に
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
　
『
会
津
藤
樹
学
道
統
譜
』
は
、
調
べ
た
限
り
で
は
日
本

の
陽
明
学
派
の
学
統
を
述
べ
た
唯
一
の
も
の
で
あ
り
（
し
か
も
日
本
に
お
け
る
陽
明
右
派
の
人
々
し
か
取
り
上
げ
て
い
な
い
。

　
「
源
流
録
・
学
派
考
」
類
に
は
、
最
初
に
『
本
朝
学
源
』
が
見
ら
れ
、
日
本
に
お
い
て
周
孔
の
道
を
奉
じ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
鳩

巣
門
下
の
高
足
で
あ
る
河
口
静
斎
の
．
『
斯
文
源
流
』
は
徳
川
の
儒
者
の
学
説
だ
け
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
那
波
魯
堂
が
病
中
に
あ
っ

て
書
い
た
『
学
問
源
流
』
は
平
安
か
ら
徳
川
ま
で
に
お
け
る
儒
学
の
盛
衰
を
考
究
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
　
「
豊
前
人
未
発
の
卓
見
に
非
ず

「
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（
1
1
）

や
。
…
…
宋
学
の
淵
源
を
論
ず
る
も
の
、
こ
の
一
書
に
過
ぐ
る
な
し
」
と
西
村
天
囚
に
高
く
評
価
さ
れ
た
『
漢
学
紀
源
』
は
、
日
本
漢
学

の
起
源
、
桂
庵
の
学
統
を
よ
く
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
桂
庵
の
学
を
宣
揚
す
る
た
め
に
、
五
山
文
学
の
伝
承
を
詳
し
く
考
証
し
て

い
る
。
異
学
の
禁
の
後
に
出
さ
れ
、
共
に
崎
門
に
属
す
る
林
秀
直
・
大
塚
観
葉
・
渡
辺
豫
斎
の
著
作
は
、
そ
の
立
場
が
全
く
一
致
す
る
と

は
言
え
な
い
も
の
の
、
い
ず
れ
も
李
退
渓
に
対
し
て
特
に
尊
敬
を
払
い
、
当
時
逐
年
低
下
し
つ
つ
あ
っ
た
朱
子
学
の
権
威
を
回
復
し
よ
う

と
努
力
し
た
。
折
衷
学
派
で
あ
る
山
本
北
山
・
中
村
大
明
・
中
井
乾
斎
の
著
作
は
筆
者
未
見
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
「
人
物
誌
・
姓
名
録
」

類
の
『
先
哲
叢
談
』
な
ど
と
同
じ
よ
う
な
学
派
的
主
張
で
、
学
派
・
学
閥
に
と
ら
わ
れ
ず
、
で
き
る
だ
け
学
者
を
網
羅
し
て
、
そ
の
行
為

を
公
平
に
記
述
し
た
上
で
、
彼
ら
の
長
所
を
綜
合
し
よ
う
と
す
る
書
物
と
推
測
さ
れ
る
。

　
「
評
論
」
類
と
し
て
は
、
服
部
栗
斎
が
闇
斎
・
場
斎
・
卵
巣
の
思
想
と
人
物
の
特
色
を
比
較
評
論
し
た
『
先
儒
三
子
評
』
が
あ
り
、

『
先
哲
叢
談
』
に
触
発
さ
れ
た
広
瀬
淡
窓
の
『
儒
林
評
』
も
近
世
の
儒
者
た
ち
に
つ
い
て
率
直
な
、
そ
し
て
洞
察
に
満
ち
た
人
物
評
を
書

い
て
い
る
。

　
「
詩
話
・
文
話
」
類
の
多
く
は
、
著
者
の
追
懐
の
情
を
込
め
て
、
周
囲
の
儒
者
や
同
派
の
諸
子
の
略
伝
や
言
行
を
録
し
て
評
を
加
え
た

も
の
と
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
『
我
昔
詩
集
』
と
『
師
友
志
』
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
他
に
は
、
唐
津
藩
の
儒
官
で
あ
る
稲
葉
黙
斎
の
下
書

は
江
戸
初
期
の
儒
者
と
崎
門
派
諸
子
の
言
行
を
録
し
て
お
り
、
　
『
本
堂
文
話
』
に
は
中
国
の
古
文
家
を
論
じ
る
一
方
で
、
日
本
お
け
る
古

か
ら
租
錬
、
仁
斎
ま
で
の
文
を
論
評
し
て
い
る
。
そ
し
て
弘
道
館
の
総
裁
で
あ
っ
た
青
山
拙
斎
は
、
水
戸
の
学
風
・
藩
儒
と
そ
の
修
史
事

業
を
『
文
苑
遺
談
』
に
書
き
込
ん
で
い
る
。
　
「
詩
史
」
類
と
「
年
表
」
類
と
も
歴
史
を
記
述
す
る
意
図
で
作
ら
れ
て
い
る
。
著
者
が
人
を

説
得
す
る
に
足
り
る
客
観
性
へ
の
挑
戦
を
試
み
た
こ
と
は
そ
の
自
序
や
凡
例
な
ど
か
ら
分
か
る
。

　
こ
う
し
て
類
を
分
け
て
検
討
し
た
上
で
、
次
に
再
び
全
体
の
リ
ス
ト
を
一
覧
し
て
み
よ
う
。
す
る
と
、
中
国
に
お
け
る
伝
承
史
の
体
裁

の
変
遷
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
中
国
思
想
史
に
お
い
て
、
知
識
人
が
己
の
思
想
史
的
位
置
づ
け
を
正

当
化
す
る
た
め
、
い
ち
早
く
強
い
道
統
意
識
に
よ
っ
て
伝
承
史
の
編
纂
に
手
を
加
え
た
。
儒
学
の
枠
内
で
い
え
ば
、
南
宋
・
李
元
綱
が

「
聖
門
事
業
図
」
を
作
り
上
げ
、
図
表
の
形
で
道
統
の
伝
承
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
た
。
後
に
朱
子
の
『
伊
洛
淵
源
録
』
も
完
成
さ
れ
、

宋
代
理
学
の
源
流
を
記
載
し
な
が
ら
従
前
の
簡
略
な
図
式
か
ら
一
歩
進
ん
で
、
人
物
の
略
伝
と
言
葉
と
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
歴
史
書
と

し
て
の
形
式
と
内
容
と
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
骨
端
宜
の
『
考
選
淵
源
録
』
、
周
海
門
の
『
聖
密
宗
伝
』
、
旧
事
峰
の
『
理

［
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学
宗
門
』
な
ど
が
道
統
論
の
根
強
い
勢
力
の
中
で
、
宋
か
ら
清
に
亘
っ
て
数
多
く
出
さ
れ
た
。
引
き
続
き
完
成
さ
れ
た
黄
宗
義
の
『
明
儒

学
案
』
は
、
朱
子
学
が
完
全
に
圧
倒
さ
れ
た
様
相
を
現
実
に
忠
実
に
描
き
、
相
異
な
る
持
ち
味
を
持
つ
明
代
の
儒
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

を
重
ん
じ
て
、
客
観
的
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
。
こ
こ
ま
で
き
て
初
め
て
、
思
想
史
を
ほ
ぼ
あ
る
が
ま
ま
に
描
き
、
冷
静
に
評
価
し
う

る
公
正
な
視
点
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
、
近
代
的
哲
学
史
研
究
に
向
か
っ
て
一
歩
踏
み
出
し
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
書
は
、
梁
啓
超
を
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

め
と
す
る
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
　
「
中
国
に
お
け
る
完
善
な
学
術
史
の
始
ま
り
」
と
い
う
、
高
い
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
に
い
わ
ば
「
伝
道
図
」
↓
「
淵
源
録
・
宗
伝
・
学
譜
」
↓
「
再
案
」
と
い
っ
た
系
譜
の
体
裁
が
変
わ
り
つ
つ
、
整
え
ら
れ
て
き
た

軌
跡
を
辿
っ
て
み
た
。
こ
れ
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
道
統
論
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
「
道
統
の
伝
」
を
描
い
た
系
譜
が
作
り
上

げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
道
統
論
の
衰
退
に
伴
い
儒
林
伝
が
現
れ
、
つ
い
に
『
学
道
』
の
よ
う
な
も
の
が
生
み
出
さ
れ
、
諸
儒
の
史
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

が
起
こ
っ
て
く
る
と
い
う
よ
う
に
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
徳
川
期
に
お
い
て
、
家
康
以
来
朱
子
学
を
も
っ
て
幕
府
の
教
学
の
基

礎
と
認
め
た
た
め
、
忌
明
理
学
に
強
く
影
響
を
受
け
た
当
時
の
知
識
人
も
「
道
統
」
を
盛
ん
に
議
論
し
て
い
た
。
様
々
な
学
派
が
盛
ん
に

起
こ
り
、
論
争
も
か
な
り
多
彩
を
極
め
た
1
羅
山
を
始
め
と
す
る
幕
府
の
文
教
を
支
え
る
大
学
頭
の
系
統
と
、
闇
斎
を
代
表
と
す
る
崎
門

派
、
そ
し
て
築
山
の
王
学
左
派
と
淵
岡
山
の
王
学
右
派
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
を
「
道
」
の
伝
承
者
・
保
持
者
で
あ
る
と
自
認
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

そ
の
構
築
し
た
学
問
の
系
統
・
師
承
の
関
係
も
か
な
り
違
っ
て
い
た
。
一
方
、
道
統
に
反
対
す
る
堀
川
学
派
と
古
文
辞
学
派
の
人
々
は
、

道
統
に
つ
い
て
次
々
と
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。
こ
の
よ
う
な
活
況
が
徳
川
前
・
中
期
に
亘
っ
て
続
い
た
が
、
寛
政
年
下
に
幕
府
は
「
異
学

の
禁
」
を
実
施
し
、
朱
子
学
に
よ
っ
て
思
想
の
統
制
を
計
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
必
ず
し
も
成
功
せ
ず
、
程
朱
・
陸
王
・
仁
斎
・

二
棟
の
学
派
を
平
等
な
視
点
か
ら
捉
え
、
広
い
歴
史
的
視
野
か
ら
思
想
の
流
れ
と
人
物
の
資
質
を
見
よ
う
と
す
る
折
衷
学
の
学
風
が
確
立

さ
れ
、
学
問
的
体
系
的
に
そ
の
主
張
を
顕
著
に
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
道
統
を
自
由
に
眺
め
得
る
視
点
を
獲
得
し
、
近
世
日
本
の
儒
者

を
公
平
に
叙
述
し
た
書
物
が
い
く
つ
か
現
れ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
徳
川
後
期
に
な
る
と
、
知
識
人
は
そ
の
書
か
れ
る
対
象
へ
の
客
観
的
認

識
と
学
派
の
区
別
を
越
え
て
の
公
平
な
態
度
に
向
か
っ
て
行
き
、
こ
の
姿
勢
は
具
体
的
に
彼
ら
の
著
述
に
現
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
そ
の
論

述
の
仕
方
は
未
だ
整
然
と
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
個
別
的
な
書
誌
・
伝
記
・
思
想
・
批
判
な
ど
を
、
思
想
史
の
流
れ
の
中
で
把
握
し
位
置
づ

け
る
こ
と
が
出
来
な
い
ま
ま
に
、
幕
府
の
終
焉
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
訳
で
あ
る
が
、
　
「
日
本
儒
学
史
」
の
編
纂
は
こ
こ
に
き
て
、
タ
ー

ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
に
立
た
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
「
儒
林
伝
」
に
当
た
る
も
の
は
明
治
に
な
る
と
、
西
洋
流
の
方
法
論
を
よ
く
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取
り
入
れ
な
が
ら
体
裁
的
に
整
え
ら
れ
、
田
口
卯
吉
・
井
上
哲
次
郎
・
久
保
天
上
ら
に
よ
っ
て
学
術
史
と
し
て
の

さ
れ
る
も
の
が
よ
う
や
く
出
現
し
、
新
た
な
展
開
を
遂
げ
た
。

「
日
本
儒
学
史
」
と
称

三
　
明
治
期
の
「
日
本
儒
学
史
」

　
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
儒
学
史
に
関
す
る
史
的
研
究
は
、
明
治
に
お
い
て
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た
学
問
で
あ
り
、

典
講
習
科
」
の
師
弟
の
功
績
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
明
治
期
の
書
物
を
年
代
順
に
ま
と
め
た
リ
ス
ト
を
見
て
み
よ
う
。

そ
れ
は
「
古

明
治
1
0
（
一
八
七
七
）

明
治
1
3
（
一
八
八
○
）

明
治
1
4
（
一
八
八
一
）

明
治
1
7
（
一
八
八
四
）

明
治
1
8
（
一
八
八
五
）

明
治
2
0
（
一
八
八
七
）

明
治
2
2
（
一
八
八
九
）

明
治
2
4
（
一
八
九
一
）

〃
　
　
（
一
八
九
一
）

明
治
2
6
（
一
八
九
三
）

明
治
2
7
（
一
八
九
四
）

〃
　
　
（
一
八
九
四
）

明
治
3
0
（
一
八
九
七
）

〃
　
　
（
一
八
九
七
）

田
口
卯
吉

松
村
操

島
田
篁
村

東
条
耕

黄
遵
憲

黄
遵
憲

島
田
篁
村

黒
木
安
雄

岡
田
正
之

内
藤
燦
聚

安
井
小
太
郎

重
野
成
斎

内
藤
湖
南

重
野
成
斎

『
日
本
開
化
小
史
』
（
私
家
版
・
『
岩
波
文
庫
』
）

『
近
世
先
哲
叢
談
』
二
巻
・
続
二
巻
（
写
本
）

「
与
黎
窺
斎
書
」
（
『
篁
村
遺
稿
』
）

『
先
哲
叢
談
続
編
』
十
二
巻
（
継
継
堂
）

《
日
本
雑
事
詩
》
（
広
西
星
位
・
同
文
舘
）

《
日
本
国
志
》
（
広
東
羊
城
・
富
文
台
）

「
本
朝
儒
学
源
流
考
」
（
『
斯
文
学
会
雑
誌
』
第
五
・
十
三
号
）

『
本
邦
文
学
之
由
来
』
（
進
歩
館
）

『
近
江
奈
良
朝
の
漢
文
学
』
（
養
徳
社
『
東
洋
文
庫
』
）

『
近
世
大
儒
列
伝
』
（
博
文
館
）

『
本
邦
儒
学
史
』
（
富
山
房
）

「
日
本
儒
学
派
略
系
」
（
『
東
洋
哲
学
』
第
一
編
戸
～
一
一
号
）

『
近
世
文
学
史
論
（
関
西
文
運
論
）
』
（
政
教
社
・
朝
日
新
聞
社
）

「
本
邦
漢
文
沿
革
史
」
（
『
重
野
博
士
史
学
論
文
集
』
）
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明
治
3
1
（
一
八
九
八
）

〃
　
　
（
一
八
九
八
）

明
治
3
3
（
一
九
〇
〇
）

明
治
3
5
（
一
九
〇
二
）

〃
　
　
（
一
九
〇
二
）

明
治
3
7
（
一
九
〇
四
）

明
治
3
8
（
一
九
〇
五
）

明
治
3
9
（
一
九
〇
六
）

明
治
4
0
（
一
九
〇
七
）

明
治
4
1
（
一
九
〇
八
）

明
治
4
2
（
一
九
〇
九
）

明
治
4
3
（
一
九
一
〇
）

明
治
4
4
（
一
九
一
一
）

明
治
4
5
（
一
九
一
二
）

高
瀬
代
次
郎

楠
本
碩
水

井
上
哲
次
郎

井
上
哲
次
郎

法
貴
慶
次
郎

久
保
天
随

井
上
哲
次
郎

上
村
観
光

久
保
三
三

川
田
思
量

西
村
天
囚

内
野
五
郎
三

西
村
天
囚

上
村
観
光

『
日
本
之
陽
明
学
』
（
榊
原
文
盛
堂
）

『
崎
門
学
脈
系
譜
』
一
巻
（
晴
曇
堂
）

『
日
本
陽
明
学
派
之
哲
学
』
（
富
山
房
）

『
日
本
古
学
派
之
哲
学
』
（
富
山
房
）

『
闇
斎
学
派
之
学
説
』

『
日
本
儒
学
史
』
（
博
文
館
）

『
日
本
朱
子
学
派
之
哲
学
』
（
富
山
房
）

『
五
山
文
学
小
史
』
（
裳
華
房
）

『
近
世
儒
学
史
』
（
博
文
館
）

『
日
本
程
朱
学
の
源
流
』
（
高
千
穂
学
校
『
浦
田
先
生
全
集
』
）

『
日
本
宋
学
史
』
（
梁
江
堂
書
店
）

『
近
世
儒
林
年
表
』
（
松
雲
堂
）

『
学
界
の
偉
人
』
（
大
阪
朝
日
新
聞
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

『
五
山
詩
僧
伝
』
（
明
治
書
院
）

　
こ
れ
ら
の
書
物
は
町
田
三
郎
治
に
よ
っ
て
、
学
術
史
の
記
述
（
「
懸
章
蒲
血
書
」
・
『
本
邦
文
学
之
由
来
』
・
『
本
邦
儒
学
史
』
・
『
近
世

文
学
史
論
』
・
『
日
本
儒
学
史
』
）
、
学
派
の
記
述
：
朱
子
学
派
（
『
闇
斎
学
派
之
学
説
』
・
『
日
本
朱
子
学
派
之
哲
学
』
・
『
五
山
文
学
小
史
』
・

『
日
本
程
朱
学
の
源
流
』
・
『
日
本
宋
学
史
』
）
、
陽
明
学
派
（
『
日
本
軍
陽
明
学
』
・
『
日
本
陽
明
学
派
之
哲
学
』
）
、
古
学
派
（
『
日
本
古
学

派
之
哲
学
』
）
、
伝
記
的
な
記
述
（
『
近
世
先
哲
叢
談
』
）
と
分
類
さ
れ
て
い
る
。
三
浦
叶
氏
は
さ
ら
に
「
伝
記
的
な
記
述
」
の
項
に
『
先
哲

叢
談
続
編
』
、
　
『
近
世
大
儒
列
伝
』
、
そ
し
て
『
五
山
詩
僧
伝
』
を
加
え
、
ま
た
「
年
表
」
と
い
う
項
目
を
立
て
、
　
『
近
世
儒
林
年
表
』
を

挙
げ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
果
た
し
て
す
で
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
伝
記
体
で
書
か
れ
た
『
近
世
先
哲
叢
談
』
を
除
い
て
、
千
五
百
字
弱
の
島
田

「
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（
1
6
）

篁
村
の
「
与
首
縄
斎
書
」
は
、
日
本
に
お
け
る
儒
学
史
研
究
の
囑
矢
で
あ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
　
「
与
黎
縄
斎
書
」
よ
り
早
い
時
期
に

現
れ
た
『
日
本
開
化
小
史
』
と
清
朝
の
挙
人
で
あ
る
黄
遵
憲
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
日
本
国
志
』
に
注
目
し
て
み
た
い
。
厳
密
に
言
え
ば
、

こ
の
二
書
は
「
日
本
儒
学
史
」
を
著
す
つ
も
り
で
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
の
結
果
と
し
て
「
儒
学
史
」
を
述
べ
る
も
の
と

　
　
　
　
（
1
7
）

な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
前
者
は
「
日
本
文
化
史
」
の
記
述
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
日
本
の
歴
史
文
化
一
般
を
真
面
目
に
紹

介
し
よ
う
と
志
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
日
本
開
化
小
史
』
は
維
新
以
前
に
お
け
る
社
会
世
代
の
変
遷
を
体
系
的
に
述
べ
な
が
ら
も
、
漢
学
を
一
つ
の
学
問
と
し
て
そ
の
発
展

の
軌
跡
を
描
い
て
い
る
。
特
に
「
徳
川
氏
治
世
の
間
に
現
は
れ
た
る
開
化
の
現
像
」
と
い
う
章
で
、
徳
川
時
代
が
三
期
に
分
け
ら
れ
、
朱

子
学
・
陽
明
学
・
復
古
学
・
文
章
家
・
折
衷
学
の
起
源
と
そ
の
盛
衰
と
が
、
時
代
思
潮
と
し
て
眺
め
ら
れ
て
い
る
。
田
口
卯
吉
の
、
西
洋

の
自
由
・
立
憲
主
義
な
ど
の
新
思
想
を
十
分
に
消
化
し
た
上
で
伝
統
を
反
省
し
、
そ
の
因
果
関
係
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
努
力
が
よ
く
現

れ
て
お
り
、
岩
波
文
庫
版
の
解
説
者
嘉
治
隆
一
は
「
維
新
日
本
最
初
の
文
明
史
」
、
　
「
典
型
的
な
市
民
史
論
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
書
が
出
版
さ
れ
た
明
治
十
年
に
、
黄
遵
憲
が
古
書
官
と
し
て
、
初
任
の
駐
日
公
使
何
愛
鳥
と
共
に
日
本
に
着
任
し
た
。

中
国
を
危
機
か
ら
救
お
う
と
す
る
強
い
愛
国
心
か
ら
、
彼
は
広
く
東
京
の
文
人
と
交
際
の
輪
を
作
り
、
日
本
に
関
す
る
資
料
を
収
集
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

こ
と
に
努
め
た
。
来
日
後
二
年
あ
ま
り
で
ま
ず
『
日
本
雑
事
詩
』
を
書
き
上
げ
、
つ
い
で
『
日
本
国
志
』
の
執
筆
に
取
り
か
か
っ
た
が
、

ア
メ
リ
カ
へ
転
任
し
た
た
め
、
そ
の
完
成
は
明
治
二
十
年
と
な
っ
た
。
そ
の
学
術
志
は
、
　
「
日
本
に
お
け
る
学
術
の
利
弊
を
総
論
」
す
る

こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
、
そ
の
「
漢
学
」
篇
で
は
、
漢
籍
の
伝
来
か
ら
明
治
十
四
年
の
「
斯
文
学
会
」
の
成
立
ま
で
の
儒
学
史
を
述
べ

て
い
る
。
特
に
徳
自
由
に
つ
い
て
、
程
朱
学
者
・
陽
明
学
者
・
古
学
者
・
「
自
ら
一
幟
を
樹
」
つ
者
・
史
学
者
な
ど
四
百
人
あ
ま
り
の
略

歴
・
学
説
を
概
説
し
て
お
り
、
彼
ら
の
著
書
に
関
し
て
は
、
改
め
て
「
経
説
書
目
」
と
い
う
欄
で
述
べ
て
い
る
。
そ
の
結
論
で
は
、
功
利
・

利
己
主
義
者
ら
が
「
声
気
を
驚
せ
、
排
濟
を
好
」
む
と
い
う
日
本
儒
学
の
弊
を
指
摘
し
、
孝
悌
忠
信
と
い
っ
た
倫
理
や
道
徳
を
重
要
視
し
、

実
際
に
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
「
卜
書
窺
卜
書
」
は
何
如
璋
・
黄
遵
憲
に
続
い
て
駐
日
公
使
と
し
て
来
日
し
た
信
証
昌
に
対
し
て
、
そ
の
初
見
の
挨
拶
と
し
て
呈
し
た

書
簡
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
国
公
使
に
日
本
の
学
術
を
紹
介
す
る
と
い
っ
た
社
交
的
な
側
面
も
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
内
容
で
は
日
本
儒
学
史

に
も
触
れ
て
い
る
が
、
上
代
と
徳
川
期
の
二
期
を
略
述
し
て
い
る
に
止
ま
る
。
島
田
は
さ
ら
に
こ
れ
を
校
正
し
て
、
　
「
本
朝
儒
学
源
流
考
」
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と
い
う
題
で
公
表
し
た
。
そ
れ
に
は
王
朝
（
応
神
天
皇
～
安
徳
天
皇
）
・
武
家
（
文
治
～
慶
長
）
・
そ
し
て
徳
川
（
元
和
～
慶
応
）
の
各

時
代
の
大
略
が
要
領
よ
く
説
か
れ
て
い
る
。
島
田
の
同
僚
で
あ
る
重
野
成
型
の
「
日
本
儒
学
派
略
図
」
も
『
東
洋
哲
学
』
に
連
載
さ
れ
て

い
る
が
、
簡
単
な
粗
描
に
過
ぎ
な
い
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
彼
ら
に
学
ん
だ
黒
木
安
雄
を
始
め
と
す
る
古
典
講
習
科
の
学
生
は
、

明
治
二
十
年
中
半
ば
か
ら
次
々
と
儒
学
の
立
場
か
ら
統
一
的
な
体
系
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
「
日
本
儒
学
史
」
・
「
漢
文
学
史
」
の
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

史
的
な
研
究
を
公
表
し
た
。
黒
木
は
在
学
中
に
書
い
た
「
日
本
文
学
志
」
を
修
補
し
、
島
田
の
序
を
得
て
『
本
邦
文
学
之
由
来
』
と
改
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

し
て
上
梓
し
、
そ
の
同
窓
で
あ
る
安
井
小
太
郎
も
『
支
那
学
』
誌
上
に
「
本
邦
儒
学
史
」
を
発
表
し
た
。
そ
の
中
で
彼
は
伝
注
学
（
応
神

天
皇
～
元
禄
）
・
正
経
学
（
元
禄
～
近
時
）
と
に
分
け
て
、
前
者
は
模
倣
の
時
代
、
後
者
は
消
化
し
て
独
自
の
儒
学
を
醸
成
し
た
時
代
と

規
定
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
区
分
は
後
の
色
々
な
儒
学
史
な
ど
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
経
学
者
と
し
て
の
著
者
の
零
れ
た
識
見

を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
に
明
治
三
十
年
半
に
世
に
出
て
、
今
日
ま
で
益
す
る
と
こ
ろ
の
多
い
内
藤
湖
南
の
『
近
世
文
学
史
論
』
、
久
保
天
津
の
『
日
本
儒
学

史
』
と
『
近
世
儒
学
史
』
、
そ
し
て
徳
川
儒
学
史
に
お
け
る
主
要
三
派
の
消
息
を
追
求
し
よ
う
と
し
た
井
上
哲
次
郎
の
三
部
作
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
と
思
う
。
　
『
近
世
文
学
史
論
』
は
儒
学
・
医
学
・
国
学
の
三
分
野
か
ら
成
り
、
儒
学
で
は
ま
ず
藤
原
怪
窩
以
前
に
お
い
て
宋

学
の
隆
盛
を
導
い
た
学
者
・
学
僧
を
簡
単
に
ま
と
め
、
本
論
で
は
幌
窩
・
耳
垂
か
ら
始
ま
る
徳
川
期
の
儒
者
の
流
れ
を
簡
明
に
論
述
し
、

併
せ
て
学
術
の
地
域
的
な
展
開
の
様
相
を
も
記
述
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
徳
川
期
の
儒
学
の
大
概
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
し
か
し
何

分
に
も
小
冊
子
で
あ
っ
て
具
体
的
な
論
述
は
な
い
。
こ
の
点
を
補
う
も
の
が
井
上
の
三
部
作
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
綿
密
な
書
誌
的
調
査

と
資
料
蒐
集
を
基
礎
に
、
記
述
の
形
式
を
整
え
、
論
述
も
性
行
・
思
想
・
著
述
・
後
継
者
・
諸
家
の
批
評
と
い
っ
た
筋
の
通
っ
た
学
案
的

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
内
藤
と
井
上
に
よ
っ
て
、
徳
川
期
に
お
け
る
朱
子
・
陽
明
・
古
学
と
い
っ
た
主
要
三
派
に
関
す
る
研
究
は
一
応

ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
が
、
日
本
儒
学
史
全
般
を
カ
バ
ー
し
て
論
述
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
古
代
・

中
世
の
儒
学
を
述
べ
た
の
は
、
天
降
の
墨
書
で
あ
る
。
　
『
日
本
儒
学
史
』
で
は
上
世
期
の
「
漢
学
講
習
時
代
」
及
び
中
世
期
の
「
宋
学
輸

入
時
代
（
五
山
・
戦
国
）
」
を
論
じ
て
い
る
が
、
近
世
の
「
諸
学
蜂
起
時
代
」
は
『
近
世
儒
学
史
』
の
方
に
譲
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
天
降

は
日
本
儒
学
の
通
史
を
、
と
り
わ
け
漢
宋
二
学
の
輸
入
・
講
習
・
弘
布
の
次
第
に
つ
い
て
論
述
し
、
従
来
の
学
界
の
無
代
史
的
研
究
の
欠

　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

を
補
っ
た
の
で
あ
る
。

［
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四
十
年
代
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
未
だ
十
分
に
説
か
れ
て
い
な
か
っ
た
朱
子
学
の
伝
来
と
伝
播
が
、
　
『
日
本
宋
学
史
』
に
よ
っ
て
集
成

さ
れ
た
の
に
加
え
て
、
　
『
近
世
儒
林
年
表
』
も
現
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
日
本
儒
学
史
に
関
す
る
研
究
は
、
実
に
国
文
学
史
の
研
究
が

よ
う
や
く
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
風
潮
と
時
を
同
じ
く
し
て
い
た
。
時
代
の
思
潮
は
国
文
学
研
究
の
機
運
を
来
た
し
、
国
文
学
史
も
四

十
種
以
上
の
も
の
が
作
ら
れ
た
の
に
対
し
、
儒
学
史
の
方
は
だ
い
た
い
哲
学
方
面
を
中
心
に
し
て
い
る
。
文
学
を
主
と
し
た
も
の
に
関
し

て
は
、
五
山
文
学
を
取
扱
っ
た
上
村
観
光
の
二
書
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
但
し
著
作
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
明
治
の
末
に
東
大
に
お
い

て
、
芳
賀
矢
一
が
日
本
漢
文
学
史
を
講
義
し
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
後
に
岡
田
正
之
の
『
日
本
漢
文
学
史
』
に
よ
っ
て
継
承

　
　
（
2
3
）

さ
れ
た
。

　
以
上
の
書
物
に
現
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
考
え
て
、
そ
こ
に
も
明
治
と
い
う
時
代
の
影
が
、
覆
う
べ
く
も
な
く
刻
印
さ
れ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
　
「
日
本
儒
学
史
」
を
編
纂
し
た
人
々
に
は
、
歴
史
学
者
・
国
文
学
者
・
漢
学
者
な
ど
、
伝
統
的
な

学
問
を
専
攻
し
て
い
る
者
が
多
か
っ
た
が
、
彼
ら
は
西
洋
の
学
術
方
法
論
を
身
に
付
け
よ
う
と
す
る
一
方
で
、
洋
学
か
ら
の
批
判
に
対
し

て
反
駁
す
る
と
い
う
形
で
自
ら
の
正
統
性
を
主
張
し
え
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
何
ら
か
の
形
で
「
東
洋
」
と
い
う
包
括
的
な
文
化

概
念
に
対
し
て
解
体
的
批
判
を
下
し
、
儒
学
を
含
む
文
化
に
対
す
る
理
解
も
日
本
の
固
有
性
に
重
き
を
置
い
て
い
る
。
よ
っ
て
、
当
時
に

お
け
る
国
民
教
育
の
根
幹
的
理
念
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
た
「
国
民
道
徳
」
を
「
民
族
精
神
の
顕
現
」
と
す
る
視
点
か
ら
、
日
本
独

自
の
儒
学
を
構
成
し
て
い
っ
た
。
そ
う
い
う
国
粋
主
義
的
心
情
へ
の
配
慮
が
様
々
な
形
で
現
れ
、
　
「
日
本
儒
学
史
」
の
編
纂
に
心
掛
け
た

の
も
、
日
本
は
儒
学
を
受
容
し
た
の
で
は
な
く
、
日
本
固
有
の
も
の
の
価
値
を
一
層
高
め
る
触
媒
と
し
て
儒
学
を
利
用
し
た
と
い
う
考
え

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
な
お
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
個
々
の
著
述
の
中
味
に
立
ち
入
っ
た
研
究
に
乏
し
い
た
め
、
思
想
の

把
握
が
表
面
的
に
終
わ
っ
て
い
る
が
、
ど
の
学
派
に
も
み
な
適
度
な
ス
タ
ン
ス
を
取
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
、
過
去
の
儒
者
に
対
す
る
適
度

な
距
離
の
置
ぎ
方
と
公
平
な
叙
述
を
可
能
に
し
て
い
る
。
確
か
に
そ
れ
ら
体
系
的
に
儒
学
史
を
描
き
出
し
た
書
物
は
、
後
の
日
本
儒
学
研

究
に
一
つ
の
確
固
た
る
基
礎
を
提
供
し
た
。
し
か
し
折
衷
学
派
や
考
証
学
派
に
関
す
る
特
説
や
、
地
方
の
漢
学
（
南
学
・
京
学
・
大
内
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

学
・
菊
池
文
学
・
薩
摩
文
学
な
ど
）
に
限
っ
て
深
く
研
究
し
た
も
の
が
現
れ
る
の
に
は
、
次
の
時
代
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
7
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四
　
大
正
期
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
「
日
本
儒
学
史
」

次
に
大
正
期
か
ら
昭
和
二
十
年
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
著
作
の
リ
ス
ト
を
見
て
み
よ
う
。

大
正
4
（
一
九
一
五
）

大
正
7
（
一
九
一
八
）

大
正
1
1
（
一
九
二
こ

〃
　
　
（
一
九
二
一
）

大
正
1
3
（
一
九
二
三
）

大
正
1
4
（
一
九
二
四
）

大
正
1
5
（
一
九
二
五
）

大
正
1
5
（
一
九
二
五
）

昭
和
2
（
一
九
二
七
）

昭
和
3
（
一
九
二
八
）

〃
　
　
（
一
九
二
八
）

昭
和
4
（
一
九
二
九
）

昭
和
7
（
一
九
三
二
）

〃
　
　
（
一
九
三
二
）

昭
和
8
（
一
九
三
三
）

昭
和
9
（
一
九
三
四
）

〃
　
　
（
一
九
三
四
）

〃
　
　
二
九
三
四
）

岩
橋
遵
成

村
松
志
孝

安
井
小
太
郎

渡
俊
治

内
藤
湖
南

岩
橋
遵
成

武
藤
長
平

内
野
咬
亭

岩
橋
遵
成

芳
賀
矢
一

竹
林
貫
一

岡
田
正
之

足
利
術
述

小
野
機
太
郎

山
岸
徳
平

岡
井
慎
吾

寺
石
正
路

西
島
醇

『
大
日
本
倫
理
発
展
史
』
（
目
黒
書
店
）

『
近
世
儒
家
人
物
誌
』
（
顕
光
熱
）

『
日
本
儒
学
年
表
』
（
斯
文
会
）

『
儒
家
小
誌
』
（
文
求
堂
）

『
平
安
朝
時
代
の
漢
文
学
』
（
弘
文
堂
『
日
本
文
化
史
研
究
』
）

『
日
本
儒
教
概
説
』
（
全
文
館
）

『
西
南
文
運
史
論
』
（
岡
書
院
）

『
近
世
儒
林
年
表
』
（
松
雲
堂
書
店
）

『
近
世
日
本
儒
学
史
』
（
宝
文
館
）

『
日
本
漢
文
学
史
』
（
富
山
房
『
国
語
と
国
民
性
』
合
刊
本
）

『
漢
学
者
伝
記
集
成
』
（
関
書
院
）

『
日
本
漢
文
学
史
』
（
共
立
社
）

『
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教
』
（
日
本
古
曲
ハ
全
集
刊
行
会
）

『
日
本
漢
文
学
史
』
（
岩
波
講
座
『
日
本
文
学
』
十
月
刊
）

『
日
本
軍
文
学
史
』
　
一
（
共
立
社
『
漢
文
学
講
座
』
第
二
巻
）

『
日
本
漢
字
学
史
』
（
明
治
書
院
）

『
南
学
史
』
（
富
山
房
）

『
儒
林
源
流
』
（
東
洋
図
書
刊
行
会
）

「
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昭
和
1
0
（
一
九
三
五
）

〃
　
　
（
一
九
三
五
）

昭
和
1
3
（
一
九
三
八
）

〃
　
　
（
一
九
三
入
）

昭
和
1
4
（
一
九
三
九
）

昭
和
1
5
（
一
九
四
〇
）

昭
和
1
6
（
一
九
四
一
）

〃
　
　
（
一
九
四
一
）

〃
　
　
（
一
九
四
一
）

昭
和
1
7
（
一
九
四
二
）

〃
　
　
（
一
九
四
二
）

昭
和
1
8
（
一
九
四
三
）

〃
　
　
（
一
九
四
三
）

〃
　
　
（
一
九
四
三
）

昭
和
1
9
（
一
九
四
四
）

昭
和
年
間
（
年
代
不
明
）

昭
和
年
間
（
年
代
不
明
）

糸
賀
国
次
郎

小
川
貫
道

牧
野
謙
次
郎

関
儀
一
郎

万
羽
正
明

斯
文
会

高
田
真
治

北
村
澤
吉

三
儀
二
郎

石
濱
純
太
郎

関
儀
一
郎

高
須
芳
次
郎

安
西
安
周

斎
藤
恵
太
郎

大
江
文
城

万
羽
正
明

加
藤
仁
平

『
海
南
朱
子
学
発
達
の
研
究
』
（
成
美
堂
書
店
）

『
漢
学
者
伝
記
及
著
述
集
覧
』
（
関
書
院
）

『
日
本
漢
学
史
』
（
世
界
堂
書
店
）

『
儒
林
雑
纂
』
（
東
洋
図
書
刊
行
会
）

『
日
本
儒
教
論
』
（
三
笠
書
房
『
日
本
歴
史
叢
書
』
十
八
）

『
近
代
日
本
の
儒
学
』
（
岩
波
書
店
）

『
日
本
儒
学
史
』
（
地
人
書
館
）

『
五
山
文
学
史
稿
』
（
富
山
房
）

『
近
世
漢
学
者
著
述
目
録
大
成
』
（
東
洋
図
書
刊
行
会
）

『
浪
華
儒
林
伝
』
（
全
国
書
房
）

『
近
世
儒
家
史
料
』
（
井
田
書
店
）

『
近
世
日
本
儒
学
史
』
（
越
後
屋
書
房
）

『
日
本
儒
医
研
究
』
（
青
史
社
）

『
近
世
儒
林
編
年
史
』
（
全
国
書
房
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

『
本
邦
儒
学
史
論
考
』
（
全
国
書
房
）

『
日
本
儒
学
史
』

『
藤
樹
学
の
発
展
と
そ
の
意
義
』

一
8
0一

　
明
治
末
年
か
ら
大
正
年
間
に
か
け
て
の
中
国
に
お
け
る
社
会
や
思
想
の
急
激
な
変
化
は
、
日
本
の
知
識
人
に
学
問
の
方
法
に
対
す
る
再

検
討
を
迫
っ
て
き
た
。
清
朝
の
崩
壊
、
共
和
政
体
の
出
現
と
い
う
未
曽
有
の
事
件
に
直
面
し
て
、
彼
ら
の
儒
学
の
前
途
に
対
す
る
不
安
と

困
惑
は
こ
の
頃
色
濃
く
現
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
反
応
と
し
て
現
れ
た
。
具
体
的
に
例
を
挙
げ
れ
ば
、
東
大
や
「
斯
文
会
」
の

人
々
が
国
家
理
念
と
密
着
し
た
形
で
儒
学
勢
力
の
挽
回
を
図
り
つ
つ
あ
り
、
服
部
宇
之
吉
・
宇
野
哲
人
ら
に
よ
っ
て
孔
子
教
や
日
本
儒
教



が
盛
ん
に
提
唱
さ
れ
、
革
命
是
認
論
は
孔
子
の
真
意
で
は
な
い
、
孔
子
の
大
義
名
分
論
は
日
本
に
伝
わ
っ
て
輝
き
を
増
し
た
と
論
じ
ら
れ

た
。
そ
の
一
方
、
京
大
や
「
支
那
学
社
」
の
人
々
は
こ
う
い
つ
た
儒
教
及
び
経
典
に
対
す
る
信
仰
的
態
度
を
拒
否
し
て
、
小
島
祐
馬
・
青

木
正
児
ら
は
儒
学
を
客
観
的
な
対
象
と
し
て
社
会
史
的
に
分
析
し
、
国
家
に
対
す
る
自
立
的
価
値
を
主
張
し
始
め
た
。
し
か
し
、
　
「
日
本

儒
学
史
」
を
編
纂
し
た
人
々
の
殆
ど
は
、
や
は
り
安
易
に
服
部
ら
と
同
じ
立
場
を
取
っ
て
い
た
。
例
え
ば
『
大
日
本
倫
理
発
展
史
』
・

『
日
本
儒
教
概
説
』
・
『
日
本
儒
教
論
』
な
ど
に
は
、
儒
学
の
起
源
・
変
遷
を
述
べ
な
が
ら
日
本
文
明
の
優
秀
性
を
強
調
し
、
日
本
は
皇

室
を
中
心
と
し
た
一
つ
の
共
同
体
で
あ
っ
て
、
日
本
人
の
「
勤
王
心
」
こ
そ
が
、
日
本
を
し
て
今
日
の
強
国
を
築
い
た
一
因
だ
と
論
じ
ら

れ
て
い
る
。
牧
野
謙
次
郎
が
早
稲
田
大
学
で
行
っ
た
講
義
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
『
日
本
漢
学
史
』
ば
、
時
代
を
四
期
（
上
古
～
平
安
朝
・

鎌
倉
～
織
豊
・
徳
川
・
明
治
）
に
分
け
る
。
そ
の
草
稿
が
「
日
本
漢
学
文
化
史
」
と
題
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
内
容
は
文
教
・
政
経
な
ど

日
本
文
化
と
儒
教
と
の
関
係
を
体
系
的
に
よ
く
説
い
て
お
り
、
そ
の
学
説
史
あ
る
い
は
列
伝
的
思
想
史
と
い
う
形
を
意
識
的
に
排
し
て
、

思
潮
史
的
記
述
を
取
っ
て
い
る
点
が
か
な
り
好
評
を
博
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
そ
の
序
説
に
国
体
の
尊
厳
を
唱
え
て
お
り
、
－
当
時
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
酒
々
た
る
潮
流
に
押
し
流
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
に
新
た
な
分
野
の
研
究
も
着
手
さ
れ
た
。
例
え
ば
日
本
漢
文
学
の
本
格
的
研
究
と
し
て
小
野
曽
太
郎
と
岡
田
正

之
と
の
『
日
本
漢
文
学
史
』
が
あ
り
、
　
『
日
本
漢
字
学
史
』
の
よ
う
な
漢
字
に
関
す
る
研
究
書
も
新
た
に
現
れ
た
。
な
お
『
南
学
史
』
・

『
海
南
朱
子
学
発
達
の
研
究
』
・
『
藤
樹
学
の
発
展
と
そ
の
意
義
』
な
ど
、
地
域
や
学
派
を
中
心
に
そ
の
学
と
し
て
の
発
達
史
を
追
究
し

意
味
付
け
よ
う
と
す
る
も
の
や
、
伝
記
・
著
作
を
集
め
編
集
し
た
辞
書
が
増
え
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
も
注
目
さ
れ
る
。
辞
書
に
は
簡
単
に

字
号
・
籍
貫
・
生
没
年
を
知
る
も
の
と
し
て
は
『
儒
家
小
誌
』
と
『
近
世
儒
家
人
物
誌
』
が
あ
り
、
個
人
の
伝
記
を
知
る
も
の
と
し
て
は

『
漢
学
者
伝
記
集
成
』
が
あ
り
、
著
書
を
集
大
成
し
た
も
の
に
は
『
漢
学
者
伝
記
及
著
述
集
覧
』
と
関
儀
一
郎
の
聖
書
が
あ
り
、
そ
し
て

『
近
世
日
本
の
儒
学
』
に
は
徳
川
時
代
の
儒
学
に
関
す
る
諸
家
の
論
文
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
年
表
類
も
『
日
本
儒
学
年
表
』
と
『
近

世
儒
林
年
表
』
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
脱
略
が
多
い
の
が
目
だ
つ
。
ま
た
唯
一
編
年
体
を
取
っ
て
書
か
れ
た
『
近
世
儒
林
編
年
史
』
の
外
に

今
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
著
作
は
、
日
本
に
お
け
る
儒
学
と
医
学
と
の
関
係
を
始
め
て
考
察
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
『
日
本
儒
医
研
究
』

で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
三
浦
梅
園
・
亀
井
南
冥
の
よ
う
な
、
一
般
に
は
儒
者
と
し
て
知
ら
れ
た
者
に
つ
い
て
そ
の
医
学
と
の
関
わ
り
を

論
じ
、
永
富
独
位
記
・
長
田
徳
本
の
よ
う
な
医
者
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の
儒
学
と
の
関
わ
り
を
述
べ
、
そ
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し
て
岡
田
華
陽
・
伊
藤
秘
儀
の
よ
う
な
儒
・
医
と
も
に
あ
ま
り
有
名
で
な
い
者
に
関
し
て
は
、
同
論
・
医
説
を
併
叙
し
て
い
る
。

　
大
正
以
降
に
お
け
る
「
日
本
儒
学
史
」
に
関
す
る
著
作
の
殆
ど
は
、
学
派
史
を
論
じ
た
も
の
を
除
い
て
、
上
代
か
ら
明
治
・
大
正
に
わ

た
っ
て
時
代
順
に
論
述
し
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
概
論
風
で
あ
っ
て
、
．
主
と
し
て
儒
者
文
人
の
伝
記
を
中
心
に
述
べ
て
い
る
。
内
容
か

ら
言
え
ば
、
儒
教
は
も
と
も
と
中
国
に
起
こ
っ
た
も
の
だ
が
、
日
本
に
移
植
さ
れ
て
か
ら
日
本
的
色
彩
が
加
味
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
儒

教
こ
そ
が
も
っ
と
も
孔
子
の
真
意
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
漢
学
者
の
学
説
を
称
賛
し
た
り
、
批
判
す
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
で
、
こ
れ
ら
の
著
述
は
論
理
学
に
対
す
る
関
心
は
い
た
っ
て
乏
し
く
、
倫
理
学
に
対
す
る
関
心
が
強
い
も
の
に
な
っ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
そ
の
頃
の
社
会
思
潮
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
細
分
化
し
ま
た
分
類

集
成
す
る
と
い
う
二
つ
の
傾
向
は
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
よ
り
も
前
進
し
た
と
言
え
る
も
の
の
、
当
時
に
お
け
る
蝸
支
那
哲
学
史
」
の
著
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

に
現
れ
た
よ
う
な
儒
教
に
対
す
る
客
観
的
態
度
、
そ
し
て
護
教
主
義
か
ら
離
れ
て
儒
学
の
学
問
的
自
立
を
志
向
す
る
態
度
の
見
ら
れ
な
い

こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。

お
わ
り
に

一
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以
上
、
従
来
の
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
徳
川
期
の
初
め
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
と
い
う
か
な
り
長
い
時
期
を
三
つ
に
分
け
て
、
日
本

の
知
識
人
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
た
「
日
本
儒
学
史
」
を
顧
み
る
こ
と
を
試
み
た
。
儒
学
は
外
来
思
想
と
し
て
日
本
社
会
に
受
容
さ
れ
、
各

時
代
の
知
識
人
は
「
日
本
儒
学
史
」
と
い
う
形
で
そ
の
受
容
の
歴
史
を
回
顧
し
叙
述
し
た
。
そ
の
い
わ
ゆ
る
歴
史
的
表
象
化
の
作
業
に
お

い
て
日
本
の
儒
学
史
は
意
味
あ
る
一
頁
と
し
て
形
成
さ
れ
、
ま
た
そ
こ
に
記
さ
れ
た
日
本
の
儒
学
史
の
あ
り
方
を
通
し
て
彼
ら
の
歴
史
意

識
を
問
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
徳
川
期
の
著
作
に
お
い
て
、
神
道
と
儒
教
は
本
来
的
に
一
致
し
原
理
的
に
互
い

に
包
摂
し
合
う
と
い
う
考
え
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
儒
学
の
発
生
と
伝
承
は
最
初
に
構
成
さ
れ
た
。
明
治
期
の
著
作
に
お
い
て
は
、

日
本
に
お
け
る
哲
学
思
想
の
史
的
発
展
を
組
織
的
に
叙
述
し
評
論
す
る
意
図
で
、
国
家
主
義
的
発
想
を
帯
び
な
が
ら
「
日
本
独
自
の
儒
学
」

と
し
て
読
み
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
大
正
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
著
作
に
お
い
て
、
儒
学
は
国
家
の
体
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
組
み
込
ま
れ

た
た
め
、
形
式
に
は
近
代
的
な
方
法
を
取
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
や
は
り
近
代
的
学
問
の
特
徴
で
あ
る
対
象
の
客
観



化
、
資
料
に
対
す
る
批
判
的
精
神
を
欠
い
て
い
た
と
言
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
知
識
人
ら
が
日
本
の
儒
学
史
解
明
に
立
ち
向
か
っ
た
内
的
な

必
然
性
や
、
そ
の
史
料
の
吟
味
や
編
纂
の
方
法
等
々
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
考
察
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
個
々

の
分
析
と
論
評
に
具
体
的
に
立
ち
入
る
こ
と
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
本
稿
で
は
そ
の
歴
史
的
な
登
場
の
概
観
を
述
べ
る
に
止
め
た
。

〔
注
〕

（
1
）
　
日
本
近
世
儒
学
史
研
究
は
、
周
知
の
よ
う
に
丸
山
真
男
氏
（
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
、
東
京
大
学
出
版
社
、
一
九
五
二
年
）
の
研
究
を
土
台
に
し

　
　
て
開
始
さ
れ
、
そ
の
後
の
研
究
は
お
お
む
ね
丸
山
説
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
丸
山
説
を
ど
う
克
服
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
中
心
課
題
と
し
て
展
開
さ
れ
、

　
　
そ
の
過
程
で
、
朱
子
学
が
近
世
社
会
に
必
ず
し
も
適
合
せ
ず
、
不
適
合
な
面
が
多
々
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

（
2
）
　
例
え
ば
、
尾
藤
正
英
氏
は
渡
辺
平
氏
著
『
近
世
日
本
社
会
と
宋
学
』
に
対
す
る
書
評
の
中
で
、
　
「
日
本
的
な
『
主
体
的
自
我
』
の
あ
り
方
を
問
う
」

　
　
（
『
歴
史
評
論
』
四
四
〇
号
、
一
九
八
六
年
）
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
し
、
宮
城
公
子
氏
も
幕
末
社
会
が
儒
学
の
大
衆
化
さ
れ
た
社
会

　
　
で
あ
る
と
規
定
し
た
上
で
、
儒
者
の
主
体
性
に
視
点
を
据
え
た
諸
研
究
を
精
力
的
に
展
開
し
て
い
る
（
「
幕
末
儒
学
史
の
視
点
」
、
　
『
日
本
史
研
究
』
二

　
　
三
二
号
）
。

（
3
）
　
日
本
の
知
識
人
あ
る
い
は
漢
学
者
に
限
ら
ず
、
国
学
者
ま
た
は
中
国
の
知
識
人
な
ど
も
考
察
対
象
に
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
専
門
研
究
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
論
文
や
序
文
や
緒
言
の
中
に
こ
の
辺
の
研
究
を
触
れ
た
も
の
は
い
く
つ
か
あ
る
。
た
と
え
ば
、
阿
部
吉
雄
氏
の

　
　
「
江
戸
初
期
の
儒
学
研
究
序
説
」
（
『
東
京
支
那
学
報
』
第
一
号
）
、
東
英
寿
氏
の
「
伊
地
知
鰯
雲
の
『
漢
学
紀
源
』
に
つ
い
て
」
（
『
鹿
児
島
大
学
文
科

　
　
報
告
』
第
三
十
二
号
、
一
九
九
六
年
）
と
「
伊
地
知
季
安
と
佐
藤
一
齋
－
桂
奄
禅
師
碑
銘
作
成
過
程
に
著
目
し
て
」
（
九
州
大
学
『
中
国
文
学
論
集
』

　
　
第
二
十
五
号
、
一
九
九
七
年
）
、
久
保
天
随
『
日
本
儒
学
史
』
（
博
文
館
、
一
九
〇
四
年
）
の
自
序
、
西
村
天
囚
『
日
本
宋
学
史
』
（
梁
江
堂
書
店
、
一

　
　
九
〇
九
年
）
の
緒
言
、
源
了
圓
・
前
田
勉
編
『
先
哲
叢
談
』
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
九
四
年
）
の
解
説
次
ど
が
あ
る
。

（
5
）
　
「
明
治
年
間
に
お
け
る
日
本
漢
学
史
の
研
究
」
は
『
斯
文
』
五
三
、
五
四
合
併
号
（
一
九
六
八
年
）
に
収
め
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
町
田
三
郎
氏
の

　
　
「
東
京
大
学
『
古
曲
ハ
講
習
科
』
の
人
々
」
（
九
州
大
学
『
哲
学
年
報
』
第
五
十
一
輯
、
一
九
九
二
年
）
、
　
「
明
治
的
漢
学
」
（
張
立
文
、
町
田
三
郎
主
編

　
　
『
伝
統
文
化
与
東
亜
社
会
』
、
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
、
　
「
井
上
哲
次
郎
ノ
ー
ト
ー
漢
学
三
部
作
を
中
心
に
し
て
」
（
『
中
村
璋
八
教

　
　
授
古
稀
記
念
東
洋
学
論
集
』
、
扱
古
書
院
、
一
九
九
六
年
）
、
　
「
久
保
天
随
的
学
術
成
就
－
以
漢
学
史
研
究
為
探
討
重
奏
」
（
成
功
大
学
『
第
一
届
台

　
　
湾
儒
学
研
究
国
際
学
術
研
討
写
生
文
集
』
、
一
九
九
七
年
）
、
大
島
晃
氏
の
「
井
上
哲
次
郎
の
『
東
洋
哲
学
史
』
研
究
と
『
日
本
陽
明
学
派
之
哲
学
』
」

　
　
（
二
松
学
舎
大
学
『
陽
明
学
』
第
九
号
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
に
も
、
日
本
儒
学
史
の
書
物
に
関
す
る
評
が
含
ま
れ
て
い
る
。
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（
6
）
　
町
田
三
郎
氏
「
東
京
大
学
『
古
典
講
習
科
』
の
人
々
」
（
九
州
大
学
『
哲
学
年
報
』
第
五
十
一
輯
七
七
ペ
ー
ジ
、
一
九
九
二
年
）
参
照
。

（
7
）
　
東
英
寿
氏
「
伊
地
知
季
安
の
『
漢
学
二
十
』
に
つ
い
て
」
（
『
鹿
児
島
大
学
文
科
報
告
』
第
三
十
二
号
ペ
ー
ジ
一
一
六
～
一
二
二
「
『
漢
学
起
源
』
の

　
　
与
え
た
影
響
」
、
　
一
九
九
六
年
）
参
照
。

（
8
）
　
本
稿
の
第
三
章
に
考
察
対
象
と
な
る
黄
遵
憲
の
『
日
本
雑
事
詩
』
と
『
日
本
国
志
』
巻
三
十
二
「
学
術
」
が
あ
る
。

（
9
）
　
本
書
は
大
塚
観
瀾
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
、
最
初
に
『
本
朝
道
学
淵
源
録
』
と
名
付
け
ら
れ
た
。
ま
た
『
本
朝
突
先
録
』
及
び
写
録
が
出
さ
れ
た
。
こ

　
　
れ
ら
は
後
に
千
手
旭
山
と
共
に
校
補
さ
れ
『
日
本
道
学
淵
源
録
』
と
し
て
一
部
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
名
を
『
扶
桑
里
下
』
と
改
め
、
月
田
蒙
斎

　
　
に
伝
え
た
が
、
上
梓
す
る
に
及
ば
な
か
っ
た
。
そ
の
後
楠
本
端
山
、
碩
水
が
こ
れ
を
増
補
し
た
上
で
、
さ
ら
に
進
言
す
る
も
の
二
巻
、
別
録
二
巻
を
加

　
　
え
、
昭
和
八
年
に
、
そ
の
門
人
岡
直
養
よ
り
出
版
さ
れ
た
。

（
1
0
）
　
こ
こ
に
学
系
の
区
分
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
の
で
、
次
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
符
号
で
区
別
す
る
一
林
家
学
系
⑥
、
闇
斎
学
系
⑤
、
陽
明
学
系
◎
、

　
　
国
学
系
⑪
）
、
古
学
系
⑥
、
折
衷
学
系
①
。

　
　
な
お
、
リ
ス
ト
に
挙
げ
て
い
る
『
海
南
諸
儒
伝
』
・
『
儒
学
伝
』
・
『
儒
臣
伝
』
・
『
近
世
儒
家
人
物
誌
』
・
『
儒
林
姓
名
録
』
・
『
古
今
学
派
考
』
・
『
近

　
　
儒
学
脈
考
』
・
『
学
流
淵
源
』
筆
者
未
見
で
あ
る
が
、
近
藤
春
雄
の
『
日
本
漢
文
学
大
事
典
』
（
明
治
書
院
）
と
関
儀
一
郎
の
『
近
世
漢
学
者
著
述
目
録

　
　
集
成
』
（
東
洋
図
書
刊
行
会
）
に
書
名
が
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

（
1
1
）
　
『
漢
学
紀
源
』
は
全
四
巻
（
歴
史
図
書
社
堂
の
『
新
薩
藩
叢
書
』
第
五
宿
所
収
録
の
『
漢
学
紀
源
』
は
、
そ
の
四
巻
の
後
に
「
巻
五
・
付
録
　
桂
庵

　
　
禅
師
碑
銘
建
方
一
件
」
が
あ
る
）
で
あ
り
、
三
十
七
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
著
は
西
村
天
囚
『
日
本
宋
学
史
』
の
緒
言
に
評
価
さ
れ
た
だ

　
　
け
で
は
な
く
、
久
保
天
啓
『
日
本
儒
学
史
』
の
自
序
に
も
か
な
り
称
揚
さ
れ
た
。
そ
の
儒
学
研
究
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
関
し
て
は
、
註
四
に
挙
げ

　
　
て
い
る
東
英
寿
氏
の
論
文
に
詳
細
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。

（
1
2
）
　
梁
啓
超
『
中
国
近
三
百
年
学
術
史
』
七
六
～
七
八
ペ
ー
ジ
（
上
海
民
志
書
店
、
一
九
二
九
年
）
、
そ
の
後
、
銭
穆
の
『
中
国
史
学
史
名
著
』
二
八
五

　
　
～
三
一
七
ペ
ー
ジ
（
台
北
三
民
書
局
、
一
九
七
三
年
）
な
ど
に
も
そ
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
1
3
）
　
荒
木
見
悟
氏
の
「
道
統
論
の
衰
退
と
新
儒
林
伝
の
展
開
」
（
久
留
米
大
学
『
比
較
文
化
研
究
所
紀
要
』
七
、
一
九
八
八
年
、
改
訂
稿
は
『
明
清
思
想

　
　
論
考
』
に
収
録
、
研
文
出
版
、
一
九
九
二
年
）
で
は
こ
の
論
点
を
提
起
し
、
詳
し
く
考
察
し
て
い
る
。
道
統
論
の
消
長
に
つ
い
て
は
、
望
月
高
明
氏
の

　
　
「
呉
康
斎
と
『
甲
唄
淵
源
録
』
」
（
『
陽
明
学
』
第
四
号
、
一
九
九
一
年
）
と
小
島
毅
氏
の
「
明
代
福
建
朱
子
学
物
語
」
（
『
中
国
近
世
に
お
け
る
礼
の
言
，

　
　
説
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
に
も
論
述
さ
れ
て
い
る
。

（
1
4
）
　
各
学
派
の
道
統
論
に
関
し
て
は
、
今
後
稿
を
改
め
て
述
べ
る
つ
も
り
で
あ
る
。

（
1
5
）
　
『
闇
斎
学
派
之
学
説
』
は
筆
者
未
見
だ
が
、
三
浦
氏
と
町
田
氏
の
前
掲
文
に
よ
る
。
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（
1
6
）
　
「
与
黎
続
早
書
」
は
明
治
十
四
年
に
島
田
篁
村
か
ら
歯
黒
昌
に
あ
て
の
書
簡
で
あ
り
、
そ
の
中
に
日
本
儒
学
史
が
説
か
れ
て
い
る
。
後
に
こ
れ
を
校

　
　
正
し
た
も
の
が
「
本
朝
儒
学
源
流
考
」
と
い
う
題
で
『
斯
文
学
会
雑
誌
』
の
第
五
・
第
十
三
号
の
二
回
に
わ
た
っ
て
公
表
し
た
。

（
1
7
＞
そ
の
著
述
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
開
化
小
史
』
の
「
解
説
」
と
箆
久
美
子
氏
の
「
面
影
憲
と
宮
島
誠
一
郎
－
日
・
清
政
府
の
官
僚
文
人
交

　
　
遊
の
一
軌
跡
」
（
京
都
大
学
『
中
国
文
学
報
』
第
五
十
号
、
一
九
九
五
年
）
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

（
1
8
＞
　
『
日
本
国
志
』
の
黄
遵
憲
の
自
序
に
よ
る
と
、
取
り
扱
っ
た
書
物
は
二
百
余
点
に
も
及
ぶ
。
そ
の
巻
三
十
二
で
は
、
　
「
日
本
之
学
術
、
先
儒
而
後
墨
、

　
　
余
故
総
論
其
利
弊
、
如
此
作
学
術
志
。
一
漢
学
、
二
言
学
、
三
文
字
、
四
学
制
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
年
代
は

　
　
主
と
し
て
弓
柄
折
の
「
黄
公
度
先
生
年
譜
」
（
文
化
学
社
刊
の
『
人
境
鷹
詩
草
』
の
巻
頭
に
付
載
）
、
銭
薯
孫
の
「
黄
公
度
年
譜
」
（
『
人
境
盧
詩
草
箋
注
』

　
　
の
巻
首
に
付
載
さ
れ
、
尤
氏
の
年
譜
を
大
幅
に
捕
正
）
、
沃
丘
仲
子
の
『
近
代
名
人
小
伝
』
と
、
梁
啓
超
の
『
嘉
応
黄
先
生
墓
誌
銘
』
な
ど
に
基
づ
い

　
　
て
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
史
学
観
に
関
し
て
は
、
盛
邦
和
の
『
黄
遵
憲
史
学
研
究
』
（
江
蘇
古
籍
出
版
社
・
一
九
八
七
年
）
、
麦
若
鵬
の
『
黄
遵
憲
伝
』

　
　
（
古
典
文
学
出
版
社
・
一
九
五
七
年
目
、
Z
O
片
岩
○
国
Q
ヨ
鋤
O
巨
㊦
．
．
国
国
閃
O
国
ζ
H
乞
Ω
自
2
》
寓
§
⇔
α
q
↓
。
。
に
㌣
げ
。
・
δ
昌
O
巳
暮
①
』
碧
⑤
　
Φ
。
。
Φ

　
　
§
α
巴
、
、
（
O
o
仁
ロ
。
臨
。
コ
国
舘
叶
壽
貯
嵩
ω
ε
鮭
①
の
見
証
麟
署
鋤
a
¢
巳
奉
邑
曙
℃
お
の
9
・
H
Φ
。
。
H
）
を
参
照
し
た
。

（
1
9
）
　
「
日
本
文
学
志
」
は
上
古
以
来
の
文
学
沿
革
の
概
観
を
述
べ
、
初
め
に
儒
、
次
に
仏
、
終
わ
り
に
洋
学
を
説
い
た
も
の
で
、
体
裁
は
記
事
本
末
に
習

　
　
い
、
ま
ま
論
断
を
加
え
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
刊
行
さ
れ
た
『
本
邦
文
学
之
由
来
』
は
、
文
学
と
は
い
っ
て
い
る
も
の
の
、
上
古
・
中
古
の
儒

　
　
学
篇
し
か
述
べ
て
い
な
い
。
島
田
の
論
文
と
比
べ
る
と
、
黒
木
の
も
の
は
学
問
的
に
は
詳
密
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
島
田
の
も
の
は
武
家
・
徳
川
時

　
　
代
に
ま
で
論
及
し
て
い
る
点
で
、
平
安
時
代
ま
で
し
か
説
い
て
な
い
黒
木
の
『
本
邦
文
学
之
由
来
』
の
欠
を
補
っ
て
い
る
。

（
2
0
）
　
「
本
邦
儒
学
史
」
は
ま
ず
総
論
で
は
儒
の
字
義
、
孔
子
を
儒
学
の
祖
と
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
説
き
起
こ
し
、
中
国
周
初
か
ら
晴
唐
の
頃
に
至
る
ま
で

　
　
の
沿
革
を
略
述
し
、
そ
の
後
日
本
の
儒
学
を
徳
川
時
代
ま
で
概
説
し
て
い
る
。

（
2
1
）
　
そ
こ
か
ら
、
中
国
よ
り
二
百
年
近
く
も
遅
れ
て
、
そ
の
学
術
史
と
称
さ
れ
る
よ
う
な
「
日
本
儒
学
史
」
が
よ
う
や
く
出
現
し
た
と
言
え
よ
う
。

（
2
2
）
町
田
三
郎
氏
の
「
久
保
天
随
的
学
術
成
就
一
半
漢
学
史
研
究
為
探
討
尋
瀦
」
八
成
功
大
学
『
第
一
届
台
湾
儒
学
研
究
国
際
学
術
研
国
会
論
文
集
』
、

　
　
一
九
九
七
年
）
を
参
照
し
た
。

（
2
4
）
　
芳
賀
の
講
義
録
は
昭
和
三
年
に
遺
稿
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
改
訂
版
の
『
日
本
漢
文
学
史
』
の
序
に
、
長
沢
規
矩
也
は
「
東
大
に
於
け
る
『
日
本
漢

　
　
文
学
史
』
講
義
は
、
故
芳
賀
矢
一
博
士
が
創
め
ら
れ
、
先
師
（
岡
田
正
之
）
が
之
を
継
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
先
師
の
没
後
は
、
之
を
継
ぐ
人
が

　
　
み
な
い
」
と
記
し
て
い
る
。

（
2
4
＞
　
明
治
期
の
著
作
で
地
方
の
儒
学
を
中
心
に
論
じ
て
い
る
も
の
は
、
内
藤
湖
南
に
よ
る
旧
名
「
関
西
文
運
論
」
の
『
近
世
文
学
史
論
』
が
関
西
の
文
学

　
　
を
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
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（
2
5
）
　
．
『
日
本
儒
学
史
』
（
万
羽
正
明
）
と
『
藤
樹
学
の
発
展
と
そ
の
意
義
』
は
筆
者
未
見
だ
が
、
高
田
真
治
の
『
日
本
儒
学
史
』
に
「
参
考
文
献
」
と
し

　
　
て
挙
げ
て
い
る
。

（
2
6
）
　
詳
し
く
は
、
坂
出
祥
伸
氏
「
中
国
哲
学
研
究
の
回
顧
と
展
望
－
通
史
を
中
心
と
し
て
」
（
『
東
西
シ
ノ
ロ
ジ
ー
事
情
』
、
東
方
書
店
、
一
九
九
四
年
）

　
　
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。
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